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非常に難しい高速測定に Agilentのオシロスコープを選択する理由

エンジニアの方は、従来多くの問題をオシロスコープを使用
して、解決されてきたことと思います。しかし、最新の高速
テクノロジーを採用する場合は、その問題解決が困難になり
ます。信号のアイが小さくなり、オシロスコープの測定誤差
が問題となってきます。Agilentは、このような問題に対応
する最高の測定ソリューションを提供しています。

モデル 4チャネルでの 
リアルタイム帯域幅

4チャネルでの最高 
サンプリング・レート

標準メモリ 最大メモリ ノイズ・フロア 
（100 mV/divで）

91304A 13 GHz 40 Gサンプル /s（4チャネル） 20 Mポイント（4チャネル） 1 Gポイント（4チャネル） 3.37 mVrms

91204A 12 GHz 40 Gサンプル /s（4チャネル） 20 Mポイント（4チャネル） 1 Gポイント（4チャネル） 2.80 mVrms

90804A 8 GHz 40 Gサンプル /s（4チャネル） 20 Mポイント（4チャネル） 1 Gポイント（4チャネル） 2.22 mVrms

90604A 6 GHz 20 Gサンプル /s（4チャネル）* 20 Mポイント（4チャネル） 1 Gポイント（4チャネル） 1.92 mVrms

90404A 4 GHz 20 Gサンプル /s（4チャネル）* 20 Mポイント（4チャネル） 1 Gポイント（4チャネル） 1.56 mVrms

90254A 2.5 GHz 20 Gサンプル /s（4チャネル）* 20 Mポイント（4チャネル） 1 Gポイント（4チャネル） 1.27 mVrms

*　DSAモデル番号には、50 Mポイントのメモリ（4チャネル）が標準で付属しています。　2011年 2月より

サンプリング・ 
レート

10 Mポイントの
メモリ

20 Mポイントの
メモリ

50 Mポイントの
メモリ

100 Mポイントの
メモリ

200 Mポイントの
メモリ

500 Mポイントの
メモリ

1 Gポイントの
メモリ

40 Gサンプル /s 250 μs 500 μs 1.25 ms 2.5 ms 5.0 ms 12.5 ms 25.0 ms

20 Gサンプル /s 500 μs 1 ms 2.5 ms 5.0 ms 10.0 ms 25.0 ms 50.0 ms

Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ

捕捉可能なタイム・スパン

注記：捕捉タイム・スパン＝メモリ長× 1/サンプリング・レート

Agilent Infiniium 90000シリーズ・オシロスコープは、最
高のリアルタイム測定確度を備え、以下が可能です。

1. オシロスコープではなく、デザインのジッタ・バジェット
を評価可能。

2. 要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格
可能。

3. 複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現。
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最高のリアルタイム測定確度

Agilentが最高の測定確度を実現できる理由

オシロスコープの帯域幅が広がれば、最高のリアルタイム測定確度を実現できると思われるかもしれませんが、帯域幅が
広いというだけでは確度の高い測定を実現できない場合があります。確度の高いジッタ測定を実現するには、被試験信号
を正確に表示して、信号が決められたしきい値を超える正確なポイントを確認する必要があります。

ここでは特に、オシロスコープのハードウェア特性について説明しています。オシロスコープの測定確度は、これらの
相互作用の結果です。これが実際の測定に与える影響を以下で比較します。

測定では、すべてのオシロスコープが 40 psの立ち上が
り時間を正確に表示できるだけの帯域幅を備えていまし
た。Tekオシロスコープでは帯域幅に応じて全ジッタが
減少していることがわかります。しかし、帯域幅に比例
して減少しているわけではなく結果は明らかにオシロス
コープのノイズ・フロアの影響を大きく受けています。

帯域幅が狭いオシロスコープでも信号速度と立ち上がり
時間を十分に表示できる場合、購入の決定を慎重にする
べきです。測定確度を改善するために帯域幅を拡大して
も、あまり効果がなくデザイン・スケジュールに予期せ
ぬ影響を与える可能性があります。

Tektronix 70000Bシリーズ・オシロスコープと、86100C DCA-Jサンプリング・オシロスコープ測定機能を「ゴールド・スタンダード」として内蔵した Agilent 90000シリーズ・オシロスコープを比較し
ました。測定は、Rosenburg SMAケーブルを専用のデモ・ボードに接続して複雑なパターンを発生させることにより行われました。Agilentリアルタイム・オシロスコープでは、ジッタ測定に EZJIT 
Plusソフトウェアを使用し、Tekオシロスコープでは、補間をオン、高性能アイ・レンダリングをオフにした状態で DPROJETソフトウェアを使用しました。クロック・リカバリ・アルゴリズムは同
じ方法を使用しました。

左の図は、ジッタ測定に影響を与える 2つの重要
な特性を示しています。

1. オシロスコープの帯域幅：1つは帯域幅で、
これにより、信号の立ち上がり時間を正確
に表示でき、しきい値ポイントの正確な位
置決めに影響を与えます。

2. オシロスコープのノイズ・フロア：もう 1つ
は、オシロスコープ固有の雑音です。測定
電圧レベルの確度や信号のしきい値ポイン
トの正確な測定に影響を与えます。
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AgilentTektronix

Total Jitter (ps) PRBS7 8 Gbps

Tektronixオシロスコープのどの帯域幅モデルよりも、Agilentのオシロス
コープは小さな全ジッタを測定できます。



4

最高のリアルタイム測定確度。
オシロスコープではなく、デザインのジッタ・バジェットを評価可能。

業界最小のノイズ・フロアを備えた Agilentの Infiniium 90000オシロスコープを使用すれば、今日のリアルタイム・
オシロスコープで最も確度の高いリアルタイム・ジッタ測定が行えます。Agilentオシロスコープは、フル帯域幅のプロ
ービング・ソリューションやハードウェア・ディエンベディング／イコライゼーション手法を備え、今日の困難な高速測
定に最適なオシロスコープです。

業界最大容量のメモリ

1 Gバイトのメモリを備えているので、
複数の低周波ジッタ成分を 1回の測定
でより迅速に分離できます。より多く
のデータを収集できるので、統計測定
の確度が向上します。また、高速大容
量メモリを搭載し、包括的なテストが
可能です。PRBS23のパターン長まで
をサポートし、確度の高いトランスミ
ッタ／レシーバ測定が行えます。

業界最小のノイズ・フロア

Agilentでは、オシロスコープのノイ
ズ・フロアを大幅に低減するために、
RFデザインに関する専門知識を活用し
て、独自のファラデー・ケージ構造の
フロント・エンドなどを開発しました。

フル帯域幅のプロービング、 
確度の高いディエンベディング、
イコライゼーション・ 
ソフトウェア

Agilentのオシロスコープの性能は、
優れたプロービング／ディエンベディ
ング／イコライゼーションにより実現
されています。また、InfiniiMaxプ
ロービング・ソリューションにより、
プローブ・チップまで、フル帯域幅性
能を維持しています。ハードウェア・
ベースの N5465A InfiniiSim波形変
換ツールセットにより、デジタル・シ
リアル・リンクの任意の場所の波形を
レンダリングできます。拡張性の高い
システム・モデリングにより、不要な
チャネル・エレメントの影響の除去、
チャネル・モデルの挿入による波形の
シミュレーション、物理的にプロービ
ング不可能な場所の波形の表示、プロ
ーブやフィクスチャの負荷補正が可能
です。N5461Aシリアル・データ・イ
コライゼーション・ソフトウェアを使
用すれば、イコライゼーション手法を
リアルタイムでモデル化できます。

Acquisition Memory

AD Converter

Memory Controller

Faraday Caged
Front End MCM
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最高のリアルタイム測定確度。
要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格可能。

Agilent 90000シリーズ・オシロスコープには、業界で最
も多くのコンプライアンス・アプリケーションが用意され、
迅速なセットアップにより完全な自動コンプライアンス／
マージン・テストとレポート作成が行え、世界中のテスト
機関で信頼性の高いツールとなっています。Agilentの専
門家は業界の標準化委員会の委員を務め、Agilentのオシ
ロスコープは、SATA 6G、PCIe Gen 2.0、USB 3.0など
の最高速のインタフェースに対して認証されています。さ
らに、Agilentの 1 Gメモリは、PRBS23のパターン長ま
でのリアルタイム・テストに対応し、極限までストレスを
印加できます。性能が向上した新しい 90000シリーズに
より、解析時間をさらに短縮できます。

数多くのコンプライアンス・ 
アプリケーションから選択可能

業界で最も豊富な Infiniium 90000
シリーズ用のアプリケーションから選
択して、SATA、PCI Express®、イ
ーサネット、USBなどの主要規格に
準拠させることができます。包括的な
セットアップ・ウィザードと必須テ
ストの完全自動化により、コンプラ
イアンスを確保できます。また、PCI 
Express、SATA、USBのプロトコル
解析／デコード機能により、さらに詳
しく解析できます。

Agilentの専門家がお客様の 
チームに貢献

業界の標準化委員会の委員を務めてい
る Agilentの専門家が、コンプライア
ンス要件の定義をお手伝いします。ま
た、規格に完全に準拠したツールを提
供しています。Agilentの専門家の長
年にわたるトレーニングや経験を活用
できます。

貴重なエンジニアリング・ 
リソースを有効活用可能

セットアップ・ウィザードとインテリ
ジェント・テスト・フィルタリングに
より、正しいテストが実行されている
ことを簡単に確認できます。また、ビ
ジュアル・ドキュメントと合否判定結
果付きの包括的な HTMLレポートに
より、各テストの重要な情報を記録で
きます。技術者は、非常に正確なテス
トを実行でき、貴重なエンジニアリン
グ・リソースを本来の業務に活用する
ことができます。



6

最高のリアルタイム確度。
複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現。

90000シリーズの測定アプリケーションは増えつづけ、シリアル・デバッグ／
プロトコル表示、ジッタ・テスト、高度なトリガ、測定のカスタマイズ、高速
自動化に対応しています。オシロスコープの優れた機能をユーザ独自の問題解
決に活用できます。

業界で最も豊富なアプリケーション・ソフトウェアによるデバッグ／
解析作業の簡素化

Infiniium 90000シリーズには、シリアル・バスのトリガ／デコード、メモ
リ・デザインの不具合の解決、信号の FFTベースのスペクトラム解析用の有
用なアプリケーション・ソフトウェアが豊富にあります。シリアル・プロトコ
ル表示機能はユニークな機能であり、DDRデバッグ・ツールは複数の世代の
規格に対応しています。追加機能にもオシロスコープの標準メニューから簡単
にアクセスできます。

オシロスコープのカスタマイズによる効率の向上

N5414B InfiniiScan波形・イベント検索ソフトウェアでは、ゾーン・クオリ
ファイや汎用シリアル・トリガなどの固有の機能を使用できます。N5467A 
Infiniium UDAソフトウェアを使用すれば、オシロスコープの測定をすばや
く自動化し、オシロスコープのメニューにシームレスに表示することができ
ます。MyInfiniium（すべての 90000Aシリーズ・オシロスコープに標準装
備）をフル活用することにより、Infiniiumをさらにカスタマイズできます。
MyInfiniiumを使用すれば、測定の自動化、カスタム・スクリプトの実行、スク
リーンショットの保存、お気に入りのセットアップのロードが簡単に行えます。

MATLAB測定機能の追加

Agilentがお客様のニーズに完全に応えられない場合は、MATLAB（オプシ
ョン 062）を使用してカスタマイズできます。MATLABは、データ解析ソ
フトウェア環境／スクリプト言語で、ユーザ数が 100万人を超えています。
MATLABを使用すれば、独自のフィルタをデザインしてオシロスコープの信
号に適用したり、オシロスコープの信号を 2次元 /3次元プロットでグラフィ
ック表示したり、測定を自動化したり、テスト・アプリケーションを作成する
ことができます。N5430A UDFソフトウェアをオシロスコープに追加すれば、
Infiniium 90000のメニューにカスタム関数を統合して、結果をオシロスコー
プの画面に表示できます。Agilentは、MATLABをオールインワンの計測ソ
リューションの一部として自社製品として販売／サポートしている唯一の計測
器メーカです。
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最高のリアルタイム測定確度。
複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現。

I2C/SPIシリアル・トリガ／デコード機能
（オプション 007または N5391A）

プロトコル・デコード機能により、さらに詳細な解析が可能です。時間相関ト
ラッキング・マーカを使って、物理層とプロトコル層の間をすばやく移動でき
ます。波形シンボルと業界初のマルチタブ・プロトコル・ビュワーを使って、
プロトコル・コンテンツを表示することもできます。パケット・タブには、パ
ケットの上位レベルの時間変化が表示されます。

周波数ドメイン解析

Infiniiumに内蔵されている FFT機能を使用すれば、信号の周波数成分を簡単
に解析できます。FFTの振幅と位相の両方を表示できるだけでなく、他の内蔵
の演算機能やMATLAB機能と組み合わせて使用できます。10 MBの標準捕捉
メモリにより、6 kHzの分解能帯域幅がサポートされています。オプションの
捕捉メモリを搭載すれば、2 kHzの分解能帯域幅が得られます。また、カーソ
ル・ベースのパワー測定に加えて、ハニング、フラットトップ、方形の標準的
なウィンドウ関数がサポートされています。変調解析などのより高度な周波数
ドメイン測定が必要な場合は、Agilent 89601Aベクトル・シグナル・アナラ
イザ・ソフトウェアをご検討ください。

ハードウェアによる差動／コモン・モード演算機能

チャネル・メニューを選択し、差動モードをオンにすることにより、ハードウ
ェア演算機能を使用することができます。これにより、InfiniiScanトリガや
ジッタ解析などのチャネル機能をフルに活用できます。ハードウェアのため、
差動／コモン・モード演算がさらに高速化し、時間を節約できます。

I2Cパケットのトリガとオンスクリーン・
シリアル・デコード機能
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複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現

EZJIT解析ソフトウェア
（オプション 002または E2681A）

サイクル間、Nサイクル、周期、タイム・インターバル、エラー、セット
アップ／ホールド時間、ヒストグラム、測定トレンド、ジッタ・スペクト
ラムなど使用頻度の高いジッタ測定がすばやく行えます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされ、DSAモデルに
は標準装備されています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/EZJIT
ジッタ解析。

高速シリアル・データ解析ソフトウェア
（オプション 003または E2688A）

エンベディッド・クロックを使用した高速シリアル・インタフェースのシグ
ナル・インテグリティを迅速に検証できます。アナログ波形表示と同期した
エンベディッド・クロックのリカバリができ、アイ・ダイアグラムを作成し
て検証できます。

SDAパッケージには、8B/10Bに対するビット・レベルのトリガ機能やデ
コード機能も含まれています。このアプリケーションは、すべてのモデルで
サポートされ、DSAモデルには標準装備されています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/SDA

シリアル・データ解析 (SDA) による
エンベディッド・クロックのリカバリ。

EZJIT Plus解析ソフトウェア
（オプション 004または N5400A、N5401A：EZJITから EZJIT Plusへのアップグ
レード）

EZJIT Plusは、EZJITソフトウェアの機能に加えて、さまざまなコンプラ
イアンス測定と拡張された測定セットアップ・ウィザードを備え、規格に基
づいて RJ/DJを自動的に分離できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされ、DSAモデルに
は標準装備されています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/EZJITPlusジッタ解析と RJ/DJ分離。

過剰雑音の除去。

ノイズ・リダクション／帯域幅制御オプション
（オプション 005または N5403A）

ノイズ・リダクション機能は、各測定帯域幅でのノイズを低減します。ノイ
ズ・リダクションにより、測定に適した帯域幅を選択して、確度の高い測定
が行えます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされ、DSAモデルに
は標準装備されています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N5403A
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複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現できる

InfiniiScan波形・イベント検索
（オプション 009または N5414B）

複雑なイベントでトリガして、シグナル・インテグリティの問題を特定
できます。この革新的なソフトウェアは、数千個の捕捉した波形サイク
ルをスキャンして、異常な信号動作を特定できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/infiniiScan

InfiniiScanゾーン・クオリファイ・トリガによる
シグナル・インテグリティの問題の特定。

RPI（Remote Programing Interface）ソフトウェア
（オプション 011または N5452A）

.NET言語を使用して、Infiniiumコンプライアンス／検証アプリケーシ
ョンをリモート操作できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/RPI

シリアル・データ・イコライゼーション
（オプション 012または N5461A）

レシーバ・ポイントをオシロスコープで測定し、シリアル・データ・イ
コライゼーションを使用して、トランスミッタでの信号をエミュレート
できます。DFE、FFE、CTLEなどのイコライゼーション手法をモデル
化できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/SDE

アプリケーションのリモート制御。

完全に閉じているアイを開くことにより、
レシーバ・エラーを低減。

InfiniiSim波形変換ツールセット
（オプション 013、014または N5465A）

InfiniiSimツール・セットを使用すれば、測定結果とデザイン・モデル
を組み合わせて、任意の場所でシミュレートされたオシロスコープの測
定結果を表示できます。デザイン・モデル（Sパラメータまたは伝達関数）
をインポートし、オシロスコープで収集したデータを必要な測定位置の
データに変換します。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/InfiniiSim反射などのチャネル効果のモデル化。
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アプリケーションのリモート制御。

複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現

UDF（User-Defined Function）ソフトウェア
（オプション 010または N5430A）

N5430Aを使用すれば、MATLABで開発した独自の演算関数やフィルタを
標準波形関数として使用できます。カスタム関数は Infiniium 90000メニ
ューにシームレスに統合され、オシロスコープ画面に表示されます。そのた
めには、MATLAB（オプション 062）をオシロスコープにインストールする
必要があります。Agilentは、MATLABを自社製品として販売／サポート
している唯一の計測器メーカです。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされていますが、
MATLABソフトウェア（UDFには付属していません）が必要です。

詳細：www.agilent.co.jp/find/UDF

ユーザ定義関数を使用したイコライゼーション。

UDA（User-Definable Application）ソフトウェア
（オプション 040または N5467A）

独自の自動測定を短時間で開発できます。このアプリケーションは、オシロ
スコープで実行できるあらゆる測定をすばやくプログラムして自動化するた
めの機能を提供します。また、他の Agilent測定器の制御機能や、HTMLレ
ポート機能もあります。

詳細：www.agilent.co.jp/find/UDA

MATLAB®データ解析ソフトウェア
（オプション 061または O62）

MATLABは、航空宇宙／防衛、自動車、通信、エレクトロニクスなどのア
プリケーション分野で 100万人を超えるユーザが利用している、データ解
析ソフトウェア環境／スクリプト言語です。MATLABは、Agilent 90000
シリーズ・オシロスコープの購入時にオプションとして、Agilentから直接
お求めいただけるようになりました。MATLABをオシロスコープまたはリ
モート PCにインストールすることにより、カスタム測定の実行、独自フィ
ルタのデザインとそのオシロスコープ信号への適用、信号の 2次元 /3次元
プロットによるグラフィック表示、測定の自動化、テスト・アプリケーショ
ンの作成が行えます。Agilent 90000シリーズ・オシロスコープと一緒に
MATLABを購入すれば、バージョンの互換性が保証され、MATLABソフ
トウェア・ライセンスをいつでも必要なときに使用できます。

詳細：www.agilent.co.jp/find/matlab_oscilloscopes

オシロスコープ測定の迅速な自動化。

ベクトル信号解析ソフトウェア
（89601A）

89601Aベクトル信号解析ソフトウェアを使用すれば、オシロスコープの
測定機能を拡張できます。この DSPベースのソフトウェアは、デジタイ
ズされた信号データからW-CDMAや cdma2000などの無線通信信号や、
802.11WiFiや 802.16 WiMaxなどの無線ネットワーク信号用のスペクト
ラム解析と広帯域のデジタル変調解析が行えます。

オシロスコープの超広帯域幅を活用して、レーダ信号を捕捉して評価でき
ます。

詳細：www.agilent.co.jp/find/VSA

ベクトル信号解析ソフトウェアを使用した
FFTベースのスペクトラム解析。
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複雑なデザインでも信頼性の高いデバッグを実現

I2C/SPIシリアル・トリガ／デコード
（オプション 007または N5391A）

このアプリケーションでは、I2Cや SPIパケットのデータをリアルタイムに
デコードし、波形エリアまたはプロトコル・リスタに表示できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルで動作します。

詳細：www.agilent.co.jp/find/90000_I2C-SPI

RS-232C/UARTシリアル・デコード／トリガ
（オプション 015または N5462A）

このアプリケーションを使用すれば、バス・トラフィックを手動でデコード
する必要がなく、オシロスコープ・チャネルやロジック・チャネルを使用し
て、RS-232C、RS-422、RS-485やその他の UARTシリアル・バスで伝送
される情報を簡単に表示できます。

このアプリケーションでは、送受信ラインをリアルタイムにデコードでき
ます。

このアプリケーションは、すべてのモデルで動作します。

詳細：www.agilent.co.jp/find/90000_RS-232

I2Cパケットのトリガとオンスクリーン・
シリアル・デコード表示。

RS-232C/UART伝送でのトリガとデコード。

PCI Express®シリアル・トリガ／プロトコル・ビュワー
（オプション 017または N5463A）

このアプリケーションでは、PCIe®レーンのプロトコル・トリガ機能および
表示機能を提供します。パケット、ペイロード、ヘッダ、詳細情報をすばや
く表示できます。波形、シンボル、キャラクタ、リンク層やトランザクショ
ン層のパケット・データをビット・レベルまで時間相関でき、ロジック ･レ
ベルやアナログ・レベルの通信障害の原因を容易に特定できます。このアプ
リケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/90000_PCI_protocol_viewerPCIeシリアル・パケットでのトリガと
デコード。

USBシリアル・トリガ／プロトコル・ビュワー
（オプション 016または N5464A）

USBパケット、ペイロード、ヘッダ、詳細情報でトリガできます。このソ
フトウェアでは、波形とシンボルのビット・レベルまでの時間相関ができ、
ロジック･レベルやアナログ・レベルの通信障害の原因を容易に特定できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/90000_USB_protocol_viewer

USBパケットでのトリガとデコード。

要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格可能
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要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格可能

SATAトリガ／デコード
（オプション 018または N8801A）

SATA 1.5 Gb/s、3.0 Gb/s、6.0 Gb/sのプロトコル層の情報と物理層の信
号でトリガして、表示することができます。デコード数値は、捕捉した信号
の下に自動的に表示したり、プロトコル・ビュワーに表示できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N8801A

SAS/SATAシリアル・パケットでのトリガと
デコード。

MIPI D-PHYトリガ／デコード
（オプション 019または N8802A）

このアプリケーションを使用すれば、バス・トラフィックを手動でデコー
ドする必要はありません。オシロスコープで捕捉したデータをMIPIシリア
ル・バスで送信される情報として簡単に表示できます。

このアプリケーションでは、ソフトウェア・ベースのプロトコル・トリガも
可能です。

このアプリケーションは、4 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポー
トされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N8802A
MIPIパケットでのトリガとデコード。

イーサネット・コンプライアンス・テスト
（オプション 021または N5392A）

10/100/1000-Base-Tシステムの幅広い電気テストが行えます。N5395B
テスト・フィクスチャと N5396Aジッタ・テスト・ケーブルにより、迅速
にコンプライアンス・テストが行えます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N5392A

イーサネット・コンプライアンスの検証。

PCI EXPRESS®電気性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア
（オプション 022または N5393B）

PCI EXPRESSデザインを高速かつ容易に検証／デバッグできます。PCI 
EXPRESS電気チェックリスト・テストを自動的に実行し、さまざまなレ
ポート・フォーマットで結果を表示することができます。また Gen2測定
は、PCI-SIGのスタンドアロン Sigtestソフトウェアを使って実行した測
定と完全に一致します。

このアプリケーションは、8 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポー
トされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N5393B

PCI EXPRESS®デザインの迅速な検証／
デバッグ
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要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格可能

HDMITM電気性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア
（オプション 023または N5399A）

HDMIデザインをすばやく検証／デバッグできます。N1080Aフィクスチ
ャを使用すれば、トランスミッタのテスト・ポイントに容易にアクセスでき
ます。

このアプリケーションは、8 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポー
トされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N5399A
HDMIデザインの検証とデバッグ。

フル・バッファ DIMMコンプライアンス・アプリケーション
（オプション 024または N5409A）

基準クロックだけでなく、高速 FB-DIMM信号のシグナル・インテグリテ
ィも高速かつ簡単に評価できます。すべてのテストは、JEDEC高速ポイン
トツーポイント・リンク仕様に準拠しています。

このアプリケーションは、10 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポー
トされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N5409A
高速 FB-DIMM信号と基準信号の両方のシグナル・
インテグリティの評価。

ファイバ・チャネル・コンプライアンス・アプリケーション
（オプション 025または N5410A）

電気的なファイバ・チャネル・デバイスのシグナル・インテグリティを高
速かつ容易に評価／検証できます。信号をプロービングする測定ポイント
（Delta、Gammaなど）を指定でき、テストは FC-PH（ANSI X3.230-1994）
と FC-PH-2ファイバ・チャネルの物理／シグナリング・インタフェース仕
様に準拠しています。

このアプリケーションは、4 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポート
されています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/fibre-channel

ファイバ・チャネル・デバイスのシグナル・
インテグリティの評価。

SATA 6Gコンプライアンス・テスト・ソフトウェア
（オプション 038または N5411B）

SATA 1.5Gb/s (Gen 1)、3.0Gb/s (Gen2)、6.0Gb/s (Gen3) 対 応 の チ
ップ、ホスト・バス・アダプタ、ポート・マルチプライヤ、高密度ディス
ク・ドライブ、半導体ディスク・ドライブ、光ディスク・ドライブをすば
やく検証／デバッグできます。また、i (internal)、m (eSATA)、x (SAS 
attachment)インタフェース・ポイントでコンプライアンス・テストを自
動的に実行し、テスト結果を柔軟なレポート・フォーマットで表示できます。

このアプリケーションは、12 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポー
トされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/n5411b

SATAデザインを容易に検証可能。
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要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格可能

U7232A DisplayPortコンプライアンス・テスト・ソフトウェア
（オプション 028または U7232A）

このソフトウェアは DisplayPort公認のコンプライアンス・テスト用に設
計され、DisplayPortの電気チェックリスト・テストを実行できます。ま
た、測定データの結果はさまざまなレポート・フォーマットで表示されま
す。さらに、ソフトウェアのガイドが用意されており、ガイドに従うだけ
で簡単にセットアップが行えます。物理層テストでは、3種類のモードがあ
り、カスタマイズしてコンプライアンス／特性評価テストの自動測定も可能
です。Agilent W2641A DisplayPortテスト・ポイント・アクセス・アダ
プタを使用すれば、DisplayPortソース・ソリューションが容易に構築で
きます。

このアプリケーションは、8 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポー
トされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/U7232A

豊富な DisplayPortソース・テスト。

USB 2.0コンプライアンス・テスト・ソフトウェア
（オプション 029または N5416A）

この USB-IF認定ソリューションを使用すれば、USBコンプライアンスを
すばやく確認できます。また、セットアップ・ウィザードにより、テストの
選択手順や設定手順がガイドされます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/n5416a

USBコンプライアンスの確認。

XAUI電気検証ソフトウェア
（オプション 030または N5431A）

10GBASE-CX4、CPRI、OBSAI、Serial RapidIOにも対応

IEEE 802.3-2005 10ギガビット・イーサネットに定義された XAUI仕様
に準拠したテストが正確に行え、XAUI機能の検証が効率的に行えます。
XAUIから派生した 10GBASE-CX4もサポートしています。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/N5431A
XAUI仕様の自動テスト／マージン解析。

DVI電気性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア
（オプション 034または N5394A）

DVI電気チェックリスト・テストを自動的に実行し、テスト結果を柔軟な
レポート・フォーマットで表示することができます。レポートには、測定デ
ータに加えて、どの程度のマージンでデバイスが各テストに合格／不合格に
なったかを示すマージン解析も含まれています。このアプリケーションは、
4 GHz以上の帯域幅のすべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/n5394a

DVIデザインのより容易な検証とデバッグ。
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要求の厳しいコンプライアンス・テストにも短期間で合格可能

MIPI D-PHYコンプライアンス・テスト・ソフトウェア
（オプション 035または U7238A）

CSI/DSIアーキテクチャの D-PHY電気チェックリスト・テストを自動的に
実行し、テスト結果を柔軟なレポート・フォーマットで表示できます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/d-phy_compliance

CSI/DSIアーキテクチャの D-PHY電気チェックリス
ト・テストの自動実行。

10GBASE-Tイーサネット電気コンプライアンス・アプリケーション
（オプション 036または U7236A）

各 10GBASE-Tテストで、オシロスコープ、スペクトラム・アナライザ、
ベクトル・ネットワーク・アナライザを必要に応じて設定し、正確で再現性
のあるテストがすばやく行えます。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされています。

詳細：www.agilent.co.jp/find/10gbase-t

10GBASE-Tイーサネット物理層 (PHY) 電気テス
トの自動実行。

USB 3.0コンプライアンス・テスト・ソフトウェア
（オプション 041または U7243A）

USB 3.0のコンプライアンス ･テストを自動的に実行し、テスト結果を包
括的なテスト・レポートに表示します。最高の測定確度を実現するには、
Agilent U7242A USB 3.0トランスミッタ／レシーバ・テスト・フィクス
チャを使用します。Agilentの USB 3.0テスト・ソリューションは、テス
ト・エンジニアのニーズをもとにデザインされています。

このアプリケーションは、12 GHz以上の帯域幅のモデルでサポートされて
います。

詳細：www.agilent.co.jp/find/USB3

USB 3.0チップ、ホスト、ハブまたはデバイスの
検証とデバッグ。

DDR1/DDR2/DDR3コンプライアンス・テスト
（オプション 031/032/033または U7233A/N5413A/U7231A）

JEDEC仕様に基づいた自動テストにより、DDRメモリをすばやく評価で
きます。このアプリケーションには、その他のデバッグ／コンプライアンス
機能も備わっています。

このアプリケーションは、すべてのモデルでサポートされていますが、使用
する DDRテクノロジーにより、オシロスコープに必要な最小帯域幅が決ま
ります。

詳細：www.agilent.co.jp/find/DDRDDRメモリのテスト。
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Infiniium 90000Aシリーズ

18 GHzのプレシジョン BNCコネクタをはじめ、ファラデー・ケージ・テク
ノロジーを採用した超低ノイズ・フロアのフロントエンド・デザインによ
り、信号経路における高いシグナル・インテグリティを実現しています。

Infiniium画面の左下にあるアイコ
ンをクリックしてステータス／スケ
ール・タブを最小化すれば、フルス
クリーン表示になり、最大の表示領
域が得られます。

従来、関数／波形メモリのスケー
ル／オフセットを変更するには、複
数のメニューやキー入力が必要で
した。Infiniiumソフトウェア・バ
ージョン 2.01以降では、関数や波
形メモリをオシロスコープのフロン
ト・パネルのコントロール・ボタン
に対応付けることができるようにな
りました。
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Windows XP Pro オ ペ レ ー テ ィ ン
グ・システムを搭載しているので、
Excel、LabVIEW、Agilent VEE、
MATLAB®、ウィルス対策ソフトウ
ェアなどのサードパーティ製ソフトウ
ェア・パッケージをインストールして、
オシロスコープの自動化を行ったり、
オシロスコープを会社のネットワーク
環境に対応させることができます。

水平軸遅延ノブを押して、遅延値をゼ
ロにします。ズーム・ボタンで、2種
類のスクリーン・ズーム・モードをす
ばやく切り替えできます。

専用のシングル収集ボタンにより、
単発のイベントの捕捉が簡単に行え
ます。

多目的キーはカスタマイズでき、5種
類の自動測定をボタン 1つで行えま
す。このキーは、スクリプトの実行、
スクリーンショットの印刷／保存、波
形の保存、頻繁に使用するセットアッ
プのロードにも割り当てることができ
ます。

測定セクションにはマーカ切り替えボ
タンと専用のマーカ・ノブがあり、マ
ーカ制御が容易に行えます。

水平／垂直感度ノブを押すことによ
り、微調整が容易に行えます。

ドラッグ・アンド・ドロップ測定アイ
コンなどの Infiniium独自の GUIに
より生産性が向上します。Infiniium 
のフロント・パネルは、波形や測定ご
とに色分けされ、アナログ感覚で操作
が簡単に行えます。

オプションの USB接続外部 DVD-RWド
ライブにより、サードパーティ製ソフ
トウェアのインストールや、測定デー
タのバックアップが容易に行えます。

AutoProbeインタフェースを使用すると、InfiniiMaxプロービング・シ
ステムなどでプローブ情報を自動的に設定できます。
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E2695A  
8 GHz差動 SMAプ
ローブ・ヘッドを使
用すると、2本の
SMAケーブルを接
続することにより、
1つのオシロスコー
プ・チャネルで差
動測定が行えます。

N5381A 13 GHz広帯域はんだ付
け差動プローブ・ヘッドは、最
大の帯域幅を提供し、容量性
負荷を 210 fF以下に抑えてい
ます。0.2～ 3.3 mm（8～ 130
ミル）の範囲で間隔を変えられ
ます。

E2679A 6 GHz超小型シングルエ
ンドはんだ付けプローブ・ヘッ
ドは、アクセスが非常に困難
なシングルエンド信号のプロ
ービングに適しています。

E2677A 12 GHzはんだ付け差動プローブ・ヘッ
ドは、きわめて微細な回路に接続して、シ
ングルエンドと差動の両方の信号を測定
できます。外部ミニ同軸抵抗により広
いスパンを容易に実現できますが、
N5381Aに比べると高周波応答の変
動が大きくなります。

N5425A 13 GHz広帯域はんだ付け
差動 ZIFプローブ・ヘッドおよび
N5426A ZIFチップは、最大の帯
域幅を提供し、業界初のリード
なしはんだ付けプローブ・ソリ
ューションを経済的な交換可能
チップで実現しています。

N5451A 9 GHz/5 GHzロングワ
イヤ ZIFチップは、リードの
長い広帯域の（7 mmワイヤ
で 9 GHz、11 mmワイヤで
5 GHz）経済的な交換可能は
んだ付けチップです。

InfiniiMaxⅡ：業界最高の高速プロービング・システムの 
さらなる進化

InfiniiMaxは、差動／シングルエン
ド測定に対して最高の性能を発揮
し、高密度 ICや回路基板のための
柔軟なコネクティビティ・ソリュー
ションを提供します。

InfiniiMaxプローブの性能は、プロー
ブ・ヘッドに対して特性評価されて
います。
● 掃引周波数応答
● コモン・モード除去比と周波数
● インピーダンスと周波数
● タイム・ドメイン・プローブ負荷
● タイム・ドメイン・プローブ・
トラッキング

アクティブ・プローブでは、さまざ
まな Agilentのサポート・オプショ
ンが選択できます。

特性が考慮されたインピーダンス伝
送ラインにより、従来のワイヤ・ア
クセサリに起因した性能の制限がな
く、フル性能が得られます。

プローブ・インタフェース・ソフトウ
ェアには、1チャネルあたり最大 10
個のプローブ・ヘッドの校正情報が
保存され、オシロスコープに接続し
たときに校正データが自動的にロー
ドされます。

高入力インピーダンス・アクティブ・
プローブは、差動測定が可能な、低
負荷で DCオフセットをサポート
するプローブで、ケーブル損失も補
正できます。

プローブ校正ソフトウェアは、きわ
めて正確なプローブ測定とリニアな
位相応答を実現し、さまざまなプロ
ーブの組合わせを同じ基準時間に対
してスキュー補正できます。

フラットな周波数応答により、帯域
内共振を持つプローブに存在する歪
みや周波数依存の負荷効果がありま
せん。

N5426A

N5451A
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N5380A 13 GHz広帯域差動 SMAプローブ・ヘッドは、SMAの差動ペアに対
して最大の帯域幅を提供します。

E2678A 12 GHz差動ソケット・プローブ・ヘッドは、プラグオン・
ソケット接続により差動またはシングルエンド信号の測定に使
用できます。

E2676A 6 GHzシングルエンド・ブラウザは、シングルエ
ンド信号の汎用プロービング用で、小さいプローブ・
ヘッドが必要な用途に最適です。

E2675A 6 GHz差動ブラウザは、差動／シングルエン
ド信号の一般的なトラブルシューティングに最適で、
Z軸コンプライアンスと 0.25～ 5.80 mm（10～
230ミル）の範囲で間隔を変えられます。

N5382A 13 GHz広帯域差動ブラウザは、ハンドヘルドまたは
プローブ・ホルダでの使用で最大の帯域幅を提供します。
0.2～ 3.3 mm（8～ 130ミル）の範囲で間隔を変えられます。

InfiniiMaxには 1.5 GHz～ 13 GHzの 6種類のプローブ・アンプがあ
り、性能と予算に応じたプロービング・ソリューションを構築できます。
1168/69A InfiniiMaxⅡアンプは、最大の帯域幅と最小のノイズ・フロ
アを提供します。1134/32/31/30Aは、コストパフォーマンスの高いソ
リューションと広いダイナミック・レンジを提供します。

N5450A InfiniiMax温度延長
ケーブルは、環境室内での
プロービングに対応した延
長ケーブルです。

プローブ性能データ
InfiniiMaxⅡプローブ・マニュアルには、さまざまなプロ
ーブ構成での性能データ（帯域幅、プローブ・トラッキング、
CMRR、ステップ応答、インピーダンス）が記載されています。
この情報については以下のWebサイトをご覧ください。
www.agilent.co.jp/find/probes



20

Agilentの Infiniiumのラインナップには、9000シリーズと 90000Aシリーズのオシロスコープがあります。これらのオシロスコ
ープは、多くの高度なハードウェア／ソフトウェア・テクノロジーを共有しています。以下のセレクション・ガイドを使用して、
ニーズに最適なものをお選びください。

Agilent Infiniiumラインナップ

最小の雑音、最大の帯域幅 最も豊富なアプリケーション。 
最大のディスプレイ、薄型

90000シリーズ・オシロスコープ 9000シリーズ・オシロスコープ

帯域幅 2.5 GHz、4 GHz、6 GHz 8 GHz、12 GHz、13 GHz 1 GHz、2.5 GHz、4 GHz

帯域幅のアップグレード ● ● ●

50 Ω /1 MΩ入力 50 Ω 50 Ω * ●

MSOモデル ●

4チャネル 
最高サンプリング・レート 20 Gサンプル /s 40 Gサンプル /s 10 Gサンプル /s

内蔵 GPIB あり あり なし **

ラックマウントの高さ 7U 7U 8U

ディスプレイ・サイズ 12.1インチ 12.1インチ 16インチ

大きさ（高さ×幅×奥行） 29 cm× 44 cm × 51 cm 29 cm× 44 cm× 51 cm 33 cm× 43 cm× 23 cm

* E2697Aを購入すれば、1 MΩを利用可能
** N4865Aを購入すれば、外部アダプタを利用可能
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

垂直軸

入力チャネル数 4

アナログ帯域幅 
（－ 3 dB）*、10

90254A 90404A 90604A 90804A 91204A 91304A
2.5 GHz 4 GHz 6 GHz 8 GHz 12 GHz 12 GHz

DSP拡張帯域幅 3 91304A：13 GHz、DSP拡張帯域幅モード使用時

立ち上がり時間／立ち下がり時間 11

 10～ 90 ％
 20～ 80 ％

90254A 90404A 90604A 90804A 91204A 91304A
140 ps 105 ps 70 ps 54 ps 35 ps 32 ps
105 ps 79 ps 53 ps 38 ps 25 ps 23 ps

入力インピーダンス 50 Ω、± 3 ％

感度 1 1 mV/div～ 1 V/div

入力カップリング DC

垂直軸分解能 2 8ビット、≧ 12ビット（アベレージング使用時）

チャネル間アイソレーション 
（V/div設定が等しい任意の 2つの 
チャネル）

DC～ 3 GHz： 90804A/91204A/91304A：60 dB（≧ 1000：1）
 90254A/90404A/90604A：50 dB（≧ 316：1）
3 GHz～ 8 GHz：40 dB（≧ 100：1）
8 GHz～帯域幅：35 dB（≧ 56：1）

DC利得確度 *、1 フル・スケールの± 2 ％（フル分解能チャネル・スケールで）、±2.5 ％（5 mV/div時）

最大入力電圧 * ± 5 V

オフセット範囲 垂直軸感度 使用可能なオフセット
0 mV/div～≧ 40 mV/div ± 0.4 V
＞ 40 mV/div～≧ 75 mV/div ±0.9 V
＞ 75 mV/div～≧ 130 mV/div ±1.6 V
＞ 130 mV/div～≧ 240 mV/div ±3.0 V
＞ 240 mV/div ± 4.0 V

オフセット確度 *、1 ≦ 3.5 V：±（チャネル・オフセットの 2 ％＋フル・スケールの 1 ％）＋ 1 mV
＞ 3.5 V：±（チャネル・オフセットの 2 ％＋フル・スケールの 1 ％）

ダイナミック・レンジ 画面中央から± 4 div

DC電圧測定確度 *、1 デュアル・カーソル：±［（DC利得確度）＋（分解能）］
シングル・カーソル：±［（DC利得確度）＋（オフセット確度）＋（分解能 /2）］

RMSノイズ・フロア 
（オシロスコープのみ）

 Volts/div
 5 mV
 10 mV
 20 mV
 50 mV
 100 mV
 200 mV
 500 mV
 1 V

 

90254A 90404A 90604A 90804A 91204A 91304A
153 μ V 199 μ V 259 μ V 322 μV 435 μV 467 μV
183 μ V 232 μ V 295 μ V 358 μV 483 μV 536 μV
275 μ V 342 μ V 424 μ V 498 μV 650 μV 758 μV
645 μ V 799 μ V 985 μ V 1.15 mV 1.45 mV 1.73 mV
1.27 mV 1.56 mV 1.92 mV 2.22 mV 2.80 mV 3.37 mV
2.47 mV 3.03 mV 3.71 mV 4.28 mV 5.41 mV 6.58 mV
6.48 mV 8.00 mV 9.91 mV 11.5 mV 14.7 mV 17.4 mV
12.5 mV 15.6 mV 19.2 mV 22.3 mV 28.5 mV 34.1 mV

* 保証されている仕様を示します。他はすべて代表値です。仕様は、30分間のウォームアップ時間後、年 1回の校正時の温度から±5 ℃以内で有効です。
1 フル・スケールは 8垂直 divと定義されています。5 mV/divより下では拡大が用いられています。5 mV/divより下では、フル・スケールは 40 mVと定義されています。メジャー・スケール設定は、

5 mV、10 mV、20 mV、50 mV、100 mV、200 mV、500 mV、1 Vです。
2 8ビットの垂直軸分解能＝フル・スケールの 0.4 ％。12ビットの垂直軸分解能＝フル・スケールの 0.024 ％。
3 13 GHzの DSP拡張帯域幅は 5 mV/divには適用されません。
10 DSO91304Aおよび DSO91204Aモデルでは、5 mV/divで 11.8 GHzのアナログ帯域幅。
11 帯域幅からの計算結果。
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

垂直軸（続き）

RMSノイズ・フロア 
（オシロスコープ＋プローブ）

 Volts/div
 20 mV
 50 mV
 100 mV
 200 mV
 500 mV
 1 V

90254A 90404A 90604A 90804A 91204A 91304A 
＋ 1131A ＋ 1132A ＋ 1134A ＋ 1168A ＋ 1169A ＋ 1169A
3.2 mV 3.5 mV 4.0 mV 2.2 mV 2.5 mV 2.7 mV
3.3 mV 3.6 mV 4.0 mV 2.3 mV 2.8 mV 3.1 mV
3.4 mV 3.8 mV 4.3 mV 2.9 mV 3.5 mV 4.2 mV
4.0 mV 4.6 mV 5.3 mV 4.7 mV 5.9 mV 7.5 mV
7.1 mV 8.6 mV 10 mV 12 mV 15 mV 19 mV
13 mV 16 mV 19 mV 23 mV 28 mV 37 mV

水平軸

メイン・タイムベース範囲 5 ps/div～ 20 s/div（リアルタイム）、5 ps/div～ 500 ns/div（等価時間）

メイン・タイムベース遅延範囲 － 200 s～ 200 s（リアルタイム）、－ 25 μs～ 200 s（等価時間）

ズーム・タイムベース範囲 1 ps/div～現在のメイン・タイム・スケール設定

チャネル・スキュー補正 ± 25 μ s（範囲）、100 fs（分解能）

タイム・スケール確度 * ±（0.4＋ 0.5*校正からの年数）ppmピーク

デルタ時間測定確度 6a、6b、7

 絶対値、 
 アベレージング・オフ

 絶対値、 
 ＞ 256アベレージ

 標準偏差、 
 アベレージング・オフ

 標準偏差、 
 ＞ 256アベレージ

  （ 5.0・ノイズ ）2
 ＋ 20× 10－ 24＋ タイム・スケール確度・読み値   sピーク           スルーレート 

2

  （ 0.35・ノイズ ）2
 ＋ 0.1× 10－ 24＋ タイム・スケール確度・読み値   sピーク           スルーレート 

2

  （ 1.4・ノイズ ）2
 ＋ 0.6× 10－ 24  s rms           スルーレート

  （ 0.1・ノイズ ）2
 ＋ 0.01× 10－ 24  s rms           スルーレート

ジッタ測定フロア 6a、6b

 タイム・インターバル・エラー 6c

 周期ジッタ

 Nサイクル、サイクル間ジッタ

  （ 1.0・ノイズ ）2
 ＋ 0.3× 10－ 24  s rms           スルーレート

  （ 1.4・ノイズ ）2
 ＋ 0.6× 10－ 24  s rms           スルーレート

  （ 2.4・ノイズ ）2
 ＋ 1.7× 10－ 24  s rms           スルーレート
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

収集

最高リアルタイム・サンプリング・ 
レート

91304A/91204A/90804A：40 Gサンプル /s（4チャネル同時）
90604A/90404A/90254A：20 Gサンプル /s（4チャネル同時）

チャネルあたりのメモリ長
 標準
 オプション 50M
 オプション 100
 オプション 200
 オプション 500
 オプション 01G

20 Mポイント（4チャネル）　2011年 2月より
4チャネルで 50 Mポイント（DSAモデルでは標準装備）　2011年 2月より
4チャネルで 100 Mポイント
4チャネルで 200 Mポイント
4チャネルで 500 Mポイント
4チャンネルで 1 Gポイント

最高リアルタイム分解能での 
最大収集時間
 分解能
 標準
 オプション 50M
 オプション 100
 オプション 200
 オプション 500
 オプション 01G

91304A/91204A/90804A 90604A/90404A/90254A
25 ps（40 Gサンプル /s） 50 ps（20 Gサンプル /s）
0.5 ms 1.0 ms
1.25 ms 2.5 ms
2.5 ms 5.0 ms
5.0 ms 10.0 ms
12.5 ms 25.0 ms
25.0 ms 50.0 ms

データ転送速度
 ギガビット・イーサネット

 USB 2.0 Hi-Speed（デバイス）

サンプル数： 1 k 64 k 1 M 16 M 32 M 128 M
Mサンプル /s（ワード）： 0.1 1.88 9.25 12.00 12.80 12.80
Mサンプル /s（バイト）： 0.11 1.88 12.60 19.70 20.30 22.00

サンプル数： 1 k 64 k 1 M 16 M 32 M 128 M
Mサンプル /s（ワード）： 0.11 1.88 8.34 8.55 9.07 11.38
Mサンプル /s（バイト）： 0.11 1.88 11.60 14.40 14.90 18.10

サンプリング・モード
 リアルタイム

 リアルタイム＋アベレージング

 リアルタイム＋パケット検出 

 リアルタイム＋高分解能

 等価時間 

 セグメント・メモリ 

連続シングルショット捕捉

2～ 65534の範囲内で選択可能

91304A/91204A/90804A：40 Gサンプル /s
90604A/90404A/90254A：20 Gサンプル /s

リアルタイムのボックスカー・アベレージングにより、ランダム雑音が減少し分解能が向上

分解能：100 fs
4チャネルすべてでフル帯域幅、262,144サンプル・ポイントの最大メモリ

バースト信号を最高サンプリング・レートで捕捉し、非アクティブ期間にはメモリを消費しません。
セグメント数：
 最大 131,072セグメント（メモリ容量とモデル番号に依存）
最小セグメント間時間：
 91304A/91204A/90804A：2.7 μs
 90604A/90404A/90254A：2.5 μs
 （前の収集の終了から次の収集の開始までの時間）
最大セグメント数： 
 サンプリング・レート 10 M 20 M 50 M 100 M 200 M 500 M 1 G
  2048 4096 8192 16384 32768 65536 131072

フィルタ
 sin(x)/x補間 オン／オフ選択可能な FIRデジタル・フィルタ。デジタル信号処理により収集データ・ポイント間にポイントを

追加して、測定確度と波形表示品質を向上させます。
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

ハードウェア・トリガ

感度 1 91304A/91204A/90804A： 内部 Low1： 2.0 div p-p（0～ 5 GHz）
 内部 High1： 0.3 div p-p（0～ 4 GHz）、1.0 div p-p（4～ 7.5 GHz）
90604A/90404A/90254A12： 内部 Low1： 2.0 div p-p（0～ 5 GHz）
 内部 High1： 0.3 div p-p（0～ 3 GHz）、1.0 div p-p（3～ 5 GHz）
 補助： DC～ 100 MHz：200 mV p-p（50 Ω終端）
  100 MHz～ 1 GHz：500 mV p-p（50 Ω終端）

レベル範囲
 内部

 補助

画面中央から± 4 divまたは± 4 Vのうちの小さい方

± 5 V、入力信号も± 5 Vに制限

掃引モード 自動、トリガ、シングル

表示ジッタ 
（表示されるトリガ・ジッタ）6a、8

90804A, 91204A, 91304A：

  （ 0.9・ノイズ ）2
 ＋ 0.3× 10－ 24  s rms           スルーレート

90254A, 90404A, 90604A：

  （ 0.9・ノイズ ）2
 ＋ 0.3× 10－ 24  s rms           スルーレート

トリガ・ソース チャネル 1、チャネル 2、チャネル 3、チャネル 4、補助、ライン

トリガ・モード
 エッジ 

 エッジ遷移 

 エッジ後のエッジ（時間） 

 エッジ後のエッジ（イベント） 

 グリッチ 

 ライン

 パルス幅 
 

 ラント 

 タイムアウト

 パターン／パルス範囲 
 

 ステート

 セットアップ／ホールド 
 

任意のチャネルまたは補助トリガの指定されたスロープ（立ち上がり、立ち下がり、または立ち上がり／立ち下
がり交互）と電圧レベルでトリガします。

2つの電圧レベルを指定よりも短い時間または長い時間で通過する立ち上がり／立ち下がりエッジでトリガしま
す。エッジ遷移は最小 250 psから設定できます。

トリガはエッジでクオリファイされます。指定された 10 ns～ 10 sの範囲内の時間遅延の後、選択された任意の
1つの入力の立ち上がり／立ち下がりエッジでトリガが発生します。

トリガはエッジでクオリファイされます。指定された 1～ 16,000,000の範囲内の立ち上がり／立ち下がりエッジ
の遅延の後、選択された任意の 1つの入力の立ち上がり／立ち下がりエッジでトリガが発生します。

波形内の最も短いパルスよりも狭い幅と極性を指定することにより、波形内の他のパルスよりも短いグリッチで
トリガします。最小 125 psのグリッチでトリガできます。グリッチ範囲の設定：＜ 250 ps～＜ 10 s。

オシロスコープに供給されている電源電圧でトリガします。

パルスの幅と極性を指定することにより、波形内の他のパルスよりも長いまたは短いパルスでトリガします。最
小 125 psのパルスでトリガできます。パルス幅範囲の設定：＜ 250 ps～＜ 10 s。トリガ・ポイントは「パルス終
了」または「タイムアウト」です。

1つのしきい値と交差した後、2つめのしきい値と交差せずにもう一度 1つめのしきい値と交差したパルスでト
リガします。最小設定 250 psの時間でクオリファイできます。

チャネルが一定の時間ハイ、ロー、または不変を保った場合にトリガします。タイムアウト設定：250 ps～ 10 s。

チャネルの指定されたロジックの組合わせが開始するか、終了するか、指定された時間だけ存在するか、指定さ
れた時間範囲内に入るか、タイムアウトした場合にトリガします。各チャネルは、ハイ（H）、ロー（L）、ドント・
ケア（X）のいずれかの値を取ることができます。

1つのチャネルの立ち上がり、立ち下がり、または立ち上がり／立ち下がりエッジのパターンでトリガ。

回路のセットアップ、ホールド、またはセットアップ／ホールド違反でトリガします。任意の 2つの入力（補助、
ラインを除く）チャネルのクロック信号とデータ信号がトリガ・ソースとして必要です。セットアップ／ホール
ド時間を指定する必要があります。
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

ハードウェア・トリガ（続き）

トリガ・モード（続き）
 ウィンドウ 
 
 

 ビデオ

2つのしきい値で定義されるウィンドウに関連したイベントでトリガします。イベントは、ウィンドウの「開始」、
「終了」、「内部（時間クオリファイ）」、「外部（時間クオリファイ）」のいずれかです。トリガ・ポイントは「ウィ
ンドウとの交差」または「タイムアウト」です。時間クオリファイ範囲：250 ps～ 10 s。

インタレース・システムの負同期コンポジット・ビデオ、フィールド 1、フィールド 2、交互フィールド、ノン
インタレース・システムの任意フィールド、特定のライン、任意のラインでトリガします。NTSC、PAL-M（525/60）、
PAL、SECAM（625/50）、EDTV（480p/60）、EDTV（576p/50）、HDTV（720p/60）、HDTV（720p/50）、HDTV（1080i/60）、
HDTV（1080i/50）、HDTV（1080p/60）、HDTV（1080p/50）、HDTV（1080p/30）、HDTV（1080p/25）、HDTV（1080p/24）、ユ
ーザ定義フォーマットをサポート。

トリガ・シーケンス 2レベルのハードウェア・トリガ（イベント (A)の検索およびイベント (B)の検索）と 1レベルの InfiniiScanソフト
ウェア・トリガから構成された 3レベルのトリガ・シーケンス。「エッジ後のエッジ」と「ビデオ」を除くすべ
てのハードウェア・トリガ・モードと、すべての InfiniiScanソフトウェア・トリガ・モードをサポート。2つのハ
ードウェア・シーケンスの間で「遅延（時間による）」と「リセット（時間またはイベントによる）」をサポート。"
イベント (A)の検索 "と "イベント (B)の検索 "の間の最小遅延は 3 nsです。

トリガ・クオリファイの 
ANDクオリファイア

1つまたは複数のチャネルと他の任意のトリガ・モードとの論理演算でクオリファイできます。

トリガ・ホールドオフ範囲 100 ns～ 10 s

トリガ動作 トリガ条件発生時の動作と動作の頻度を指定します。動作には、トリガ時のメール送信や、ユーザ設定の実行な
どがあります。

トリガ・ショートカット すべてのトリガ機能の簡単なショートカットを提供します。

ソフトウェア・トリガ（InfiniiScan波形・イベント検索ソフトウェア：オプション 009が必要）

トリガ・モード

 汎用シリアル 
 
 

 測定リミット 
 

 非単調エッジ

 ラント 
 

 ゾーン・クオリファイ

NRZエンコードされた最大 8.0 Gbps、最大 80ビットのパターン・データでトリガします。固定周波数、1次 PLL、
2次 PLL、明示的なクロック、明示的な 1次 PLL、明示的な 2次 PLL、ファイバ・チャネル、FlexRayレシーバ、
FlexRayトランスミッタなどの、複数のクロック・データ・リカバリ手法をサポート（クロック・データ・リカバ
リ手法が固定周波数以外の場合は E2688Aが必要）。

測定値の結果に基づいてトリガします。例えば、「パルス幅」測定をオンにした場合は、InfiniiScan測定ソフトウ
ェア・トリガは最小 75 psのグリッチでトリガします。「タイム・インターバル・エラー（TIE）」を測定する場合
は、InfiniiScanは特定の TIE値でトリガできます。

非単調エッジでトリガします。非単調エッジは、ヒステリシス値を設定することにより指定します。

1つのしきい値と交差した後、2つめのしきい値と交差せずにもう一度 1つめのしきい値と交差したパルスでト
リガします。ハードウェア・ラント・トリガと異なり、InfiniiScanのラント・トリガはヒステリシス値を使ってさ
らに条件をクオリファイできます。

ソフトウェアは画面上のユーザ定義のゾーンでトリガします。ゾーンは、「交差」または「非交差」で指定でき
ます。最大 4つのゾーンを定義できます。

測定と演算

最大測定更新速度 ＞ 42,000測定 /s（1つの測定をオン）
＞ 122,000測定 /s/測定（5つの測定をオン）

測定モード 標準、全エッジ測定モード
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

測定と演算（続き）

波形測定

 電圧

 時間 
 

 ミックスド

 周波数ドメイン

 レベル・クオリファイ

p-p、最小、最大、平均、RMS、振幅、ベース、トップ、オーバシュート、プリシュート、上、中央、下

立ち上がり時間、立ち下がり時間、周期、周波数、正の幅、負の幅、デューティ・サイクル、バースト幅、Tmin、
Tmax、Tvolt、セットアップ時間（オプション 002または 004が必要。DSAモデルでは標準装備）、ホールド時間（オ
プション 002または 004が必要。DSAモデルでは標準装備）チャネル間デルタ時間、チャネル間位相

エリア、スルーレート

FFT周波数、FFT振幅、FFTデルタ周波数、FFTデルタ振幅

測定に使用しないチャネルを使って、すべてのタイミング測定でレベル・クオリファイできます。

アイ・ダイアグラム測定 アイの高さ、アイの幅、アイ・ジッタ、交差パーセンテージ、Q値、デューティ・サイクル歪み

ジッタ解析測定

 クロック 

 データ 

 タイミング

オプション 002（または E2681A）または 004（または N5400A）が必要。DSAシリーズには標準装備。

タイム・インターバル・エラー（TIE）クロックおよび TIEバンド、ハイ、ローパス・フィルタ、サイクル間ジッタ、
Nサイクル・ジッタ、サイクル間＋幅、サイクル間幅、サイクル間デューティ・サイクル

タイム・インターバル・エラー（TIE）データおよび TIEバンド、ハイ、ローパス・フィルタ、データ・レート、ユ
ニット・インターバル、クロック・リカバリ・レート

2個のソース：セットアップ時間、ホールド時間、位相、高度
1個のソース：周期、周波数、＋幅、幅、デューティ・サイクル、バースト幅、立ち上がり時間、立ち下がり時
間、スルーレート

統計 表示中の自動測定の現在値、平均値、最小値、最大値、範囲（最大値 -最小値）、標準偏差、測定値の数を表示

ヒストグラム
 ソース

 方向

 測定

波形または測定

垂直（タイミングおよびジッタ測定）または水平（雑音および振幅変化）モード、領域は波形マーカで定義

平均値、標準偏差、平均値± 1、2、3σ、中央値、再頻値、p-p値、最小値、最大値、全ヒット数、ピーク（最大
ヒット数のエリア）、Xスケール・ヒット数、Xオフセット・ヒット数

マスク・テスト ユーザ定義または Agilent提供の波形テンプレートに基づいた合否判定テストが行えます。オートマスク機能を使
うと、捕捉した波形からマスク・テンプレートを作成し、許容範囲を時間／電圧または画面の目盛り数で定義で
きます。テスト・モード（終了条件）としては、無限実行、指定した時刻またはイベントまで、フェール時に停止
があります。フェール時には「多目的」設定が実行されます。「リアルタイム・アイの展開」機能を使うと、ク
ロック・リカバリがオンのときに、リアルタイム・アイを展開して個々のビット・エラーを表示できます。コミ
ュニケーション・マスク・テスト・キット・オプションには、ITU-T G.703、ANSI T1.102、IEEE 802.3の各規格のコ
ンプライアンス・テスト用マスク・セットが付属しています。

波形演算
 関数の数

 ハードウェア演算

 演算子

4

差動／コモン・モード

絶対値、加算、平均、バターワース 9、コモン・モード、微分、除算、FFT振幅、FFT位相、FIR9、ハイパス・フ
ィルタ、積分、反転、LFE9、全 LFE9、ローパス・フィルタ（4次 Bessel Thompsonフィルタ）、拡大、最大値、最小
値、乗算、リアルタイム・アイ 9、スムージング、2乗和平方根 9、2乗、平方根、減算、vs、オプションのユー
ザ定義関数（オプション 010）

FFT
 周波数レンジ 4

 周波数分解能

 最高サンプリング・レートでの 
 最高分解能

 周波数確度

DC～ 20 GHz（40 Gサンプル /s）または 10 GHz（20 Gサンプル /s）

サンプリング・レート／メモリ長＝分解能

91304A/91204A/90804A：800 Hz
90604A/90404A/90254A：400 Hz

（1/2周波数分解能）＋（1× 10－ 6）（信号周波数）
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

測定と演算（続き）

FFT（続き）
 S/N比 5

 ウィンドウ・モード

60 dB～＞ 100 dB（設定に依存）

ハニング、フラットトップ、方形

測定モード
 自動測定

 多目的

 ドラッグ・アンド・ドロップ測定 
 ツールバー

 スナップショット

測定メニューからすべての測定にアクセス可能、5つの測定を同時表示

フロント・パネル・ボタンから 5つの自動測定を起動

測定ツールバーから測定アイコンを表示波形にドラッグ・アンド・ドロップ 

29個のスナップショット測定を実行（カスタマイズ可能）。

マーカ・モード 手動マーカ、波形データのトラッキング、測定のトラッキング

ディスプレイ

ディスプレイ
 ディスプレイ

 輝度グレースケール

 XGA解像度

 注釈表示

 グリッド

 波形スタイル

タッチスクリーン機能付き 12.1インチ・カラー XGA TFT LCD

256階調の輝度グラデーション表示

横 1024ピクセル×縦 768ピクセル

最大 12個のラベル（それぞれ 100文字まで）を波形領域に挿入可能

1、2、4個の波形グリッド、それぞれ 8ビットの垂直軸分解能

接続ドット、ドット、無限残光表示、カラー・グラデーション無限残光表示。最大 256階調の輝度グラデーショ
ン波形を含む。

波形更新速度
 最大波形更新 ＞ 400,000波形 /s（セグメント・メモリ・モード）

コンピュータ・システムと周辺機器、I/Oポート

コンピュータ・システムと周辺機器
 オペレーティング・システム

 CPU

 PCシステム・メモリ

 ドライブ 
 

 周辺機器

Windows® XP Pro

Intel® Core 2 Duo 3.06 GHz

4 GB DDR2（標準）

≧ 250 GB内蔵ハード・ディスク・ドライブ
オプションのリムーバブル・ハード・ディスク・ドライブ（オプション 801）
オプションの USB外部 DVD-RWドライブ（オプション 820）

Logitechオプティカル USBマウス、コンパクト USBキーボード、スタイラスが付属。すべての Infiniiumモデルは、
シリアル、PS/2、USBインタフェースのWindows入力デバイスをサポート。

ファイル・タイプ
 波形（最大メモリ長をサポート） 
 

 画像

圧縮内部フォーマット（*.wfm（200 Mポイント））、カンマ区切りテキスト（*.csv（1 Gポイント））、タブ区切りテキ
スト（*.tsv（1 Gポイント））、パブリック・バイナリ・フォーマット（.bin（500 Mポイント））、Y値ファイル（*.txt（1 G
ポイント））

BMP、PNG、TIFF、GIF、JPEG

I/Oポート
 LAN RJ-45コネクタ、10Base-T、100Base-T、1000Base-Tをサポート。Webによるリモート制御、トリガまたは要求時

のメール送信、データ／ファイル転送、ネットワーク印刷（VXI-11）が可能。推奨Webリモート制御ツール：Ultra 
VNC (http://www.ultravnc.com/)。
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Infiniium 90000Aシリーズ・オシロスコープ
性能特性

コンピュータ・システムと周辺機器、I/Oポート（続き）

I/Oポート（続き）
 GPIB

 RS-232C（シリアル）

 パラレル

 PS/2

 USB 2.0 Hi-Speed（ホスト）

 USB 2.0 Hi-Speed（デバイス）

 デュアル・モニタ・ビデオ出力

 補助出力

 トリガ出力

 タイムベース基準出力 
 

 タイムベース基準入力

 LXI

IEEE 488.2、フル・プログラマブル（オプション 805）

COM1、プリンタ、ポインティング・デバイスをサポート

Centronicsプリンタ・ポート

2ポート。PS/2ポインティング・デバイスと入力デバイスをサポート

フロント・パネルに 3つの USB 2.0 Hi-Speedホスト・ポート＋リア・パネルに 4つの USB 2.0 Hi-Speedホスト・ポート

リア・パネルに 1つの USB 2.0 Hi-Speedデバイス・ポート（USB測定器制御用）

15ピン XGA（1024× 768）、オシロスコープ波形表示のフル・カラー出力またはデュアル・モニタ・ビデオ出力

DC（± 2.4 V）、方形波（約 715 Hzと約 456 MHz）、トリガ出力（255 mV p-p、50 Ω終端）

5 V 50 Ω逆終端

10 MHzフィルタ処理済み正弦波（すべての高調波≦－ 40 dBc）。50 Ω負荷に対する振幅：800 mVp-p～ 1.26 Vp-p 
（4 dBm± 2 dB）（内部基準から分岐した場合）。外部基準入力を選択した場合は、外部基準入力の振幅に±1 dBで
トラッキング。

10 MHz、入力 Z0＝ 50 Ωであること。最小 500 mVp-p（－ 2 dBm）、最大 2.0 Vp-p（＋ 10 dBm）。

LXI class C準拠

一般仕様

温度 11 動作時：5 ℃～＋ 40 ℃。保管時：－ 40 ℃～＋ 70 ℃

湿度 動作時：相対湿度最大 95 ％（非結露、＋ 40 ℃で）。保管時：相対湿度最大 90 ％（＋ 65 ℃で）

高度 動作時：最大 4,000 m。保管時：最大 15,300 m

振動 動作時：ランダム振動 5～ 500 Hz、1軸あたり 10分間、0.3 g（rms）。保管時：ランダム振動 5～ 500 Hz、1軸あた
り 10分間、2.41 g（rms）。共振サーチ 5～ 500 Hz、正弦波掃引、1オクターブ／分の掃引速度、（0.75 g）、1軸あ
たり 4共振で 5分間の共振持続時間

電源 100～ 240 Vac、50/60 Hz。最大入力パワー 800 W

質量 正味：20 kg
輸送時：27.4 kg

外形寸法（ハンドル除く） 高さ：283 mm、幅：432 mm、奥行き：506 mm

安全規格 IEC 61010-1＋ A2に適合、CSA C22.2 No.1010.1認証済み、UL 3111自己認証済み

* 保証されている仕様を示します。他はすべて代表値です。仕様は、30分間のウォームアップ時間後、年 1回の校正時の温度から±5 ℃以内で有効です。
1 フル・スケールは 8垂直 divと定義されています。5 mV/divより下では拡大が用いられています。5 mV/divより下では、フル・スケールは 40 mVと定義されています。メジャー・スケール設定は、

5 mV、10 mV、20 mV、50 mV、100 mV、200 mV、500 mV、1 Vです。
2 8ビットの垂直軸分解能＝フル・スケールの 0.4 ％。12ビットの垂直軸分解能＝フル・スケールの 0.024 ％。
3 13 GHzの DSP拡張帯域幅は 5 mV/divには適用されません。
4 FFT振幅読み値は、オシロスコープおよびプローブの帯域幅制限と、入力アンプのロールオフ（オシロスコープ／プローブの仕様帯域幅での 3 dBロールオフなど）に影響されます。
5 FFTの S/N比は、V/div設定、メモリ長、時間／周波数アベレージングの使用により異なります。
6a ノイズは表示ノイズ・フロアです。スルーレートはしきい値交差時点の信号の表示スルーレートです。サンプリング・レート＝最大、sin(x)/x補間をオンにした状態です。
6b 測定しきい値＝ 50 ％レベルの固定電圧。
6c 時間範囲≦ 10 μ s。
7 値は、1つのチャネルの 2つのエッジ間の時間エラーを表します。標準偏差の値は、個別の測定器を使って実行された連続する 256個の測定値の標準偏差を表します。読み値は表示された

DTMA測定値です。タイム・スケール確度はオシロスコープの仕様に記載されたタイム・スケール確度です。
8 内部エッジ・トリガ・モード。トリガしきい値＝ 50 ％レベルの固定電圧。式の中のスルーレートの独立値は通常のトリガ・ジッタを表します。
9 オプション 010ユーザ定義関数が必要。
10 DSO91304Aおよび DSO91204Aモデルでは、5 mV/divで 11.8 GHzのアナログ帯域幅。
11 帯域幅からの計算結果。
12 最小 5 mV/div（代表値）の感度でトリガします。
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InfiniiMaxⅡシリーズ性能特性

1169A、1168A

帯域幅 * 1169A：＞ 12 GHz（代表値 13 GHz） 1168A：＞ 10 GHz

立ち上がり／立ち下がり時間
 プローブのみ

 90000Aシリーズ・オシロスコープで 
 位相補正した場合

1169A：28 ps（20 - 80 ％）、40 ps（10 - 90 ％） 1168A：34 ps（20 - 80 ％）、48 ps（10 - 90 ％）

1169A＋ 91204A：25 ps（20 - 80 ％） 1168A＋ 90804A：38 ps（20 - 80 ％）
 36 ps（10 - 90 ％）  54 ps（10 - 90 ％）
1169A＋ 91304A：23 ps（20 - 80 ％）
 33 ps（10 - 90 ％）

システム帯域幅（－ 3 dB） 1169A＋ 91304A：13 GHz（代表値） 1168A＋ 90804A：8 GHz
1169A＋ 91204A：12 GHz

入力キャパシタンス 1 Cm＝ 0.09 pF Cmはチップ間
Cg＝ 0.26 pF Cgは各チップとグランドの間
Cdiff＝ 0.21 pF 差動モード・キャパシタンス＝ Cm＋ Cg/2
Cse＝ 0.35 pF シングルエンド・モード・キャパシタンス＝ Cm＋ Cg

入力抵抗 * 差動モード抵抗＝ 50 kΩ± 2 ％
シングルエンド・モード抵抗＝ 25 kΩ± 2 ％

入力ダイナミック・レンジ 3.3 V p-p、± 1.65 V

入力コモン・モード・レンジ 6.75 V p-p（DC～ 100 Hz）、1.25 V p-p（＞ 100 Hz）

最大信号スルーレート 25 V/ns（シングルエンド信号の場合）
40 V/ns（差動信号の場合）

DC減衰 3.45：1

入力を基準にしたゼロ・オフセット誤差 ± 1.5 mV

オフセット範囲 ± 16.0 V（シングルエンドの場合）

オフセット利得確度 ＜±（設定の 1 ％）（シングルエンドの場合）

入力を基準にした雑音 2.5 mV rms（プローブのみ）

伝搬遅延 約 6 ns（この遅延は他の信号を基準にしてスキュー補正可能）

最大入力電圧 30 Vピーク、CATI

ESD許容範囲 ＞ 8 kV（100 pF、300 Ωの HBM）

温度 動作時：5 ℃～＋ 40 ℃
保管時：0 ℃～＋ 70 ℃

* 保証されている仕様を示します。他はすべて代表値です。
1 プローブ・アンプと N5381Aはんだ付け差動プローブ・ヘッドを使って測定。
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InfiniiMaxⅠシリーズ性能特性

1134A、1132A、1131A、1130A

帯域幅 * 1134A：＞ 7 GHz 1131A：＞ 3.5 GHz
1132A：＞ 5 GHz 1130A：＞ 1.5 GHz

立ち上がり／立ち下がり時間（10 ％～ 90 ％） 1134A：60 ps 1131A：100 ps
1132A：86 ps 1130A：233 ps

システム帯域幅（－ 3 dB） 1134A＋ 90604A：6 GHz
1132A＋ 90404A：4 GHz
1131A＋ 90254A：2.5 GHz

入力キャパシタンス 1 Cm＝ 0.10 pF Cmはチップ間
Cg＝ 0.34 pF Cgは各チップとグランドの間
Cdiff＝ 0.27 pF 差動モード・キャパシタンス＝ Cm＋ Cg/2
Cse＝ 0.44 pF シングルエンド・モード・キャパシタンス＝ Cm＋ Cg

入力抵抗 * 差動モード抵抗＝ 50 kΩ± 2 ％
シングルエンド・モード抵抗＝ 25 kΩ± 2 ％

入力ダイナミック・レンジ 5.0 V p-p、± 2.5 V

入力コモン・モード・レンジ 6.75 V p-p（DC～ 100 Hz）、1.25 V p-p（＞ 100 Hz）

最大信号スルーレート 18 V/ns（シングルエンド信号の場合）
30 V/ns（差動信号の場合）

DC減衰比 10：1± 3 ％（オシロスコープでの校正前）
10：1± 1 ％（オシロスコープでの校正後）

入力を基準にしたゼロ・オフセット誤差 ＜ 30 mV（オシロスコープでの校正前）
＜ 5 mV（オシロスコープでの校正後）

オフセット範囲 ± 12.0 V（シングルエンドの場合）

オフセット確度 ＜±（設定の 1 ％）（シングルエンドの場合）

入力を基準にした雑音 3.0 mV rms

伝搬遅延 約 6 ns（この遅延は他の信号を基準にしたスキュー補正が可能）

最大入力電圧 30 Vピーク、CATI

ESD許容範囲 ＞ 8 kV（100 pF、300 Ωの HBMより）

温度 動作時：5 ℃～＋ 40 ℃
保管時：0 ℃～＋ 70 ℃

* 保証されている仕様を示します。他はすべて代表値です。
1 プローブ・アンプとフル帯域幅の抵抗を備えたはんだ付け差動プローブ・ヘッドを使って測定。
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注記：DSA/DSO91304Aは、DSP機能拡張ソフトウェアを使って 13 GHzの帯域幅が可能です。このソフトウェアには DSPノイズ・リダクション／帯域幅制
御機能もあり、10、8、6、4、2、1 GHzの帯域幅でノイズを低減できます。DSP機能拡張を使用しない場合の DSA/DSO91304Aの帯域幅は 12 GHzです。DSA
シリーズには、20 Mポイントのメモリ、高速シリアル・データ・アナライザ（オプション 003/E2688A）、EZJIT plusジッタ解析ソフトウェア（オプション
004/N5400A）、ノイズ・リダクション／帯域幅制御ソフトウェア（オプション 005/N5403A）が標準で付属しています。

標準アクセサリ

● USBオプティカル・マウス
● USBキーボード
● ユーザーズ・クイック・スタート・ガイド
● 取り外し可能なアクセサリ・パウチ
● 電源コード
● スタイラス・ペン

● 高性能校正ケーブル（DSA/DSO90254Aには付属していません）
● E2655Bプローブ・スキュー補正／性能検証キット
● 54855-67604 BNC互換／精密 3.5 mm（メス）アダプタ 2個（DSA/DSO90254Aには付属していま
せん）

注記：DSA/DSO90000Aシリーズ・オシロスコープにはプローブは付属していません。InfiniiMaxシリーズ・プローブまたはその他のプローブを別途購入する
必要があります。

その他のオプションおよびアクセサリ
DSO90000A-1CM ラック・マウント・キット

DSO90000A-A61 ANSI Z540準拠校正

DSO90000A-801 リムーバブル・ハードディスク・ドライブ

DSO90000A-803 追加 PCメモリ 4 GB 

DSO90000A-805 GPIBカード・インタフェース

DSO90000A-807 1 MΩアダプタ（500 MHzパッシブ・プローブ付属）

DSO90000A-820 DVD-RW

DSO90000A-821 追加の精密 BNC-SMAアダプタ 2個

DSO90000A-822 Infiniium用の外部タッチスクリーン・モニタ

メモリ・アップグレード ･オプション
DSO90000A-01G 1 Gメモリ／チャネルへのアップグレード

DSO90000A-100 100 Mメモリ／チャネルへのアップグレード

DSO90000A-200 200 Mメモリ／チャネルへのアップグレード

DSO90000A-500 500 Mメモリ／チャネルへのアップグレード

DSO90000A-50M 50 Mメモリ／チャネルへのアップグレード

90000シリーズ・オシロスコープの 19インチ 
（487 mm）ラックへのマウント（オプション 1CM）

ハードディスク・ドライブの迅速な取り外しに
よるセキュリティの向上（オプション 801）

モデル 帯域幅 チャネル数 サンプリング・レート 標準メモリ

DSA/DSO91304A 13 GHz      4 40 Gサンプル /s 10 Mポイント /20 Mポイント（DSA）

DSA/DSO91204A 12 GHz      4 40 Gサンプル /s 10 Mポイント /20 Mポイント（DSA）

DSA/DSO90804A 8 GHz      4 40 Gサンプル /s 10 Mポイント /20 Mポイント（DSA）

DSA/DSO90604A 6 GHz      4 20 Gサンプル /s 10 Mポイント /20 Mポイント（DSA）

DSA/DSO90404A 4 GHz      4 20 Gサンプル /s 10 Mポイント /20 Mポイント（DSA）

DSA/DSO90254A 2.5 GHz      4 20 Gサンプル /s 10 Mポイント /20 Mポイント（DSA）

Infiniium DSA/DSO90000Aシリーズ・オシロスコープ
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新規購入時の 
工場インストール・
オプション

スタンドアロン 
製品番号（ユーザ・ 
インストール用）

 
概要

002 E2681A EZJITジッタ解析ソフトウェア（DSAシリーズには標準装備）

003 E2688A 高速シリアル・データ解析、クロック・リカバリおよび 8b/10bデコーディング機能付き 
（DSAシリーズには標準装備）

004 N5400A EZJIT Plusジッタ解析ソフトウェア（DSAシリーズには標準装備）

005 N5403A ノイズ・リダクション／帯域幅制御オプション（DSAシリーズと DSO91304Aには標準装備）

007 N5391A I2C/SPIプロトコル・トリガ／デコード

008 N5402A CAN/FlexRayプロトコル・トリガ／デコード

009 N5414B InfiniiScan波形・イベント検索ソフトウェア

010 N5430A Infiniiumユーザ定義関数アプリケーション・ソフトウェア

011 N5452A Infiniiumアプリケーション・リモート・プログラム・インタフェース・ソフトウェア

012 N5461A シリアル・データ・イコライゼーション

013 N5465A-001 ベーシック InfiniiSim波形変換ツールセット

014 N5465A-002 アドバンスド InfiniiSim波形変換ツールセット

015 N5462A RS-232C/UARTプロトコル・トリガ／デコード

016 N5464A USB 2.0プロトコル・トリガ／デコード

017 N5463A PCI Express®プロトコル・トリガ／デコード

018 N8801A SAS/SATAプロトコル・トリガ／デコード

019 N8802A MIPI D-PHYプロトコル・トリガ／デコード

021 N5392A イーサネット電気的性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア

022 N5393B PCI Express電気的性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア

023 N5399A HDMI電気的性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア

024 N5409A フル・バッファド DIMMコンプライアンス・アプリケーション

025 N5410A ファイバ・チャネル・コンプライアンス・アプリケーション

026 N5411A シリアル ATA電気的性能検証／コンプライアンス・ソフトウェア

027 N5412A シリアル・アタッチド SCSI（SAS）電気的性能検証／コンプライアンス

028 U7232A DisplayPortコンプライアンス・テスト・ソフトウェア

029 N5416A USB 2.0コンプライアンス・テスト・ソフトウェア

030 N5431A XAUI電気検証および 10GBASE-CX4/CPRI/OBSAI/Serial RapidIO

031 U7233A DDR1コンプライアンス・テスト・アプリケーション

032 N5413A DDR2コンプライアンス・テスト・アプリケーション

033 U7231A DDR3コンプライアンス・テスト・アプリケーション

034 N5394A DVIコンプライアンス・アプリケーション

035 U7238A MIPIコンプライアンス・テスト・アプリケーション

036 U7236A 10GBASE-Tイーサネット電気コンプライアンス・アプリケーション

038 N5411B SATA 6Gコンプライアンス・テスト・ソフトウェア

040 N5467A ユーザ定義可能アプリケーション

041 U7243A USB 3.0コンプライアンス・テスト・ソフトウェア

061 MATLAB：ベーシック・デジタル解析パッケージ

062 MATLAB：スタンダード・デジタル解析パッケージ

Infiniium 90000シリーズのオーダ情報



33

Infiniium 90000シリーズのオーダ情報

アップグレード 概要

N5471A DSA/DSO91204Aから DSA/DSO91304Aへのアップグレード（12 GHz→ 13 GHz）

N5471B DSA/DSO90804Aから DSA/DSO91204Aへのアップグレード（8 GHz→ 12 GHz）

N5471C DSA/DSO90604Aから DSA/DSO90804Aへのアップグレード（6 GHz→ 8 GHz）

N5471D DSA/DSO90404Aから DSA/DSO90604Aへのアップグレード（4 GHz→ 6 GHz）

N5471E DSA/DSO90254Aから DSA/DSO90404Aへのアップグレード（2.5 GHz→ 4 GHz）

オシロスコープ帯域幅のアップグレード

注記：最終的に必要な測定器の帯域幅になるよう
にアップグレードをオーダしてください。例えば、
DSA/DSO90804Aから DSA/DSO91304Aにアップ
グレードするには、N5471Bと N5471Aをオーダ
します。

Agilent Technologiesのオシロスコープ
20 MHz～90 GHz以上でさまざまなサイズ、業界最高レベルの仕様と、幅広いアプリケーション

アップグレード 概要

N5472B 20 Mから 50 Mへのメモリ・アップグレード

N5472C 50 Mから 100 Mへのメモリ・アップグレード

N5472D 100 Mから 200 Mへのメモリ・アップグレード

N5472E 200 Mから 500 Mへのメモリ・アップグレード

N5472F 500 Mから 1 Gへのメモリ・アップグレード

購入後のオシロスコープ ･メモリのアップグレード
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